
川の水位が高くなるにつれて、堤防の土が
水で飽和され、土が弱体化し緩んで法面が
崩れ、堤防が決壊することがあります。

そこで、堤防の裏側に砕石を埋め込むドレーン工により、堤防にし
み込んだ水を速やかに排水し、堤防の法面の崩れを防ぎます。

矢作川で河川堤防補強工事の見学会を実施します

1．概 要

矢作川では、戦後最大となった平成１２年９月の東海豪雨（恵南豪雨）と同規模の洪水が発生
しても、安全に流すための河川改修を進めています。

右岸の碧南市流作地区では、洪水時に堤防にしみ込む水を速やかに排水し、堤防の崩壊を
防ぐ工事（ドレーン工）を実施しています。

このたび、地域住民等を対象に、工事の状況と、普段は見られない堤防断面を視察する現場
見学会を開催致しますので、お知らせします。

２．日時 ： 平成２５年２月１日（金）
10:30～11:30(小雨決行)

３．場所 ： 矢作川右岸５K付近堤内地（居住地側） （別紙位置図）
４．解禁 ： 指定なし
５．撮影 ： 自由
６．配布先 ： 豊田市政記者クラブ、豊田市政記者東クラブ、岡崎市政記者会、岡崎新聞記者会

７．問合せ先 : 国土交通省豊橋河川事務所 国土交通省豊橋河川事務所
安城出張所0566-99-0402 （代）0532-48-2111
出張所長 谷村 副所長 新高

平成２５年 １月 ３０日
国土交通省中部地方整備局
豊橋河川事務所

記者発表資料
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ドレーン工前の堤防に
しみ込んだ水の浸潤線 ドレーン工状況

ドレーン工のイメージ



別紙 位置図

矢作川

見学会箇所 （集合場所）
（矢作川右岸,碧南市流作町地先）
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